
 

 

今回もﾁｬﾘﾃｨｰﾗﾝはリモート開催 

 2021 度の千葉ＹＭＣＡインターナショナル・チ

ャリティーは、昨年度と同じく千葉・とちぎ・ぐん

まの３ＹＭＣＡ合同でリモート開催になりました。 

 今回は、「チームレース」(チーム参加)と「らく

らくウォーク」(個人参加)の２種目がスマホ用歩

数計アプリのRenoBodyを使った順位を競う競技で、

オプション企画の「誰でもウォーキングチャレン

ジ」は自己申告で歩いた距離を申し出て、みんなで

497.19km(よくなっていく)を達成することを目標

にしています。 

閉会式・表彰式は 3 月 6 日(日)に予定されてい

ますので、本号では途中経過をお知らせします。 

 

《今回のパンフレットの表紙》 

 「チームレース」は 5 人で 1 万円を払って参加

するもので、競技実施期間は 2022 年 2 月 10 日～

18 日の 9日間でした。全体の参加チームは 30 チー

ムで、千葉からは 13チームが参加しました。この

種目では、チームスポンサーがついていてリーダ

ー達で組んだ6チームが支援を受け参加しました。 

 「らくらくウォーク」は一人２千円を払って参加

するもので、競技実施期間は 2022 年 2 月 19 日～

28 日の 10 日間でした。全体の参加者は 32 名で、

千葉からは 18名が参加しました。 

 「誰でもウォーキングチャレンジ」は一人 500 円

を払って参加するもので、競技実施期間は 2022 年

2 月 10 日～28 日の 19 日間でした。全体の参加者

は 182 名で、千葉からは 49 名が参加しました。こ

の種目でも、参加者が参加費を支払うことが難し

い場合には、スポンサーが支援しました。 

 

 今回は、競技期間中にピンクシャツデーがあり、

ピンクのシャツやリボンをつけて参加した方々も

いました。 

ほっこり、にっこりわんぱくキャンプ 

 チャリティーランの益金を使って、船橋市内の

障がいを持つ子どもたちを招待する「ほっこり、に

っこりわんぱくキャンプ」が行われましたので、小

林和弘キャンプディレクターの報告を掲載します。 
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2022 年 1 月 15 日（土）～1 月 16 日（日）の期

間で千葉市少年自然の家で第 4 回ほっこり、にっ

こりわんぱくキャンプを実施しました。本キャン

プは昨年度実施された「千葉・とちぎ・ぐんま YMCA

インターナショナルチャリティーラン」の益金で

実施をしております。 

 今年度は参加者 19 名と社会人・大学生ボランテ

ィア 12 名、職員 2名の体制で 1泊 2日を過ごしま

した。2年ぶりの開催となる本キャンプを楽しみに

している子どもたちは多く、朝の集合時には久し

ぶりの再会を喜び合う様子がとても印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

《これからキャンプが始まるぞ！》 

 1 日目は天候も良くポカポカとした陽気でした。

みんなで鬼ごっこをして汗をかきながら走り、グ

ループで協力して火を起こし、美味しいスモアー

ズを作りました。夜はお楽しみタイムでレクリエ

ーションを楽しみました。なかなか興奮が冷めや

らない子どもたちでしたが、はしゃぎ過ぎて疲れ

たのか夜はすぐに眠りについていました。 

 

 

 

 

 

 

《うまく焼けるかな？》 

 2 日目も暖かい冬晴れの 1日です。荷物整理をし

てお部屋の掃除をしたら、毎回恒例の「自由時間」

です。YMCA のキャンプではグループ単位での活動

が多くありますが、このキャンプでは子どもたち

それぞれの興味に合わせて、好きな場所で遊べる

体制を整えています。体育館でサッカーをする子、

芝生の上で鬼ごっこやだるまさんが転んだをやる

子、施設内を探検する子、それぞれの子どもたちに 

 

 

 

 

 

 

《自由に時間を過ごす参加者》 

ボランティアリーダーが付いて一緒に行動をしま

した。2時間以上の時間を用意していましたが、あ 

っという間に時間は過ぎていきました。昼食の後 

はグループ毎に振り返りをして、毎回恒例の表彰

式です。このキャンプで色々な事に挑戦した子ど

もたち 1 人 1 人にスポットライトを当てて、全体

の前で 1 人ずつ賞状と記念キーホルダーを渡す恒

例行事です。この時の子どもたちの嬉しそうな表

情はとても印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

《表彰式》 

ほっこり、にっこりわんぱくキャンプの中では

「楽しい時間」だけではなく、「嫌な気持ち・イラ

イラした気持ち」も大切なキャンプの思い出とし

て形に残しています。子どもたちが自分の気持ち

を全てオープンに出来る環境を整え、私たちはそ

の気持ちを受け止めています。ボランティアリー

ダーも同じです。そして必ず終わりの来る非日常

だからこそ子どもたちは頑張れる事もあります。

キャンプ解散の際にはキャンプで起こった「良い

事」だけでなく「良くなかった事」も保護者には報

告しますが、それも大切なキャンプの思い出です。 

子どもたち・保護者・YMCA が信頼関係を築き、

学校や放課後デイサービスなどとは違うサードプ

レイスとして子どもたちが伸び伸びと過ごせる環

境、保護者様が安心して預けられる場所、相談でき

る場所として私たちは活動をしています。新型コ

ロナウイルス感染症はまだまだ終息の兆しが見え

ませんが、その中でも子どもたちの成長は止まり

ません。 

最後になりますが、多くの皆様の支援により本

キャンプを毎年実施出来ます事、大変感謝してお

ります。第 4 回を数えましたが、この先も多くの

子どもたちの笑顔を迎えられますよう活動を継続

してまいります。ご支援いただきありがとうござ

いました。 

編集後記 

やっとＹＭＣＡの活動が少しではありますが出

来るようになりました。新型コロナウイルス感染

症の感染が収まり、今年のチャリティーランが船

橋市運動公園でリアルに開催できることを願って

やみません。             （槇） 


